
2020 年 9 月 12 日 

国際委員会 機関リポジトリの構築について 

 

１．機関リポジトリ（情報貯蔵庫）とは 

 技術士の国際活動は、これまでは、各部会・委員会・地域組織・個人が個々に実施し

成果として発表してきた。そのため、活動で得られたノウハウ（人材を含む情報、知見

等）が集約された論文を取りまとめる仕組みも確立されていないのが実態であった。 

 そのため、昨年度、国際委員会では、日本技術士会会員の成果物である論文を貯蔵・

公開するための機関リポジトリを当会ＨＰ内に構築した。会員の情報収集活動を支援す

るとともに、広く世の中に技術士とその国際活動の認知を促すことを目的としている。 

 

２．整備の状況 

（１）これまでの実績 

月間ＰＥに掲載された過去 5 年間(2015 年～2019 年)の論文で執筆者の確認が得ら

れたものについて掲載を完了した。他年度についても順次拡大する。 （報告） 

（２）今後の予定 

掲載対象範囲を、組織推薦に限り月間ＰＥ以外にも拡大する。技術士の国際活動・

国際貢献を広く紹介するために相応しい論文があれば、ご紹介頂きたい。 （依頼） 

 

３．他紙掲載論文の推薦条件 

 ・掲載候補は、他の学会誌等に査読を経て

掲載された過去 5 年間の論文に限る。 

 ・推薦組織は、定款第 5 条で規定される組

織（地域組織･部会･委員会等）に限る。 

 ・掲載判断は、推薦書と、候補となる論文

の pdf に基づき、国際委員会で行う。 

 ・転載許諾及び必要な費用負担は推薦組織

にて行う。（エビデンスは当会で管理） 

 ・第一期の実施は、2020 年 12 月末までに

推薦を受けつけた論文までとするが、 

その後順次拡大する（HP で周知する）。 

 

（https://www.engineer.or.jp/c_cmt/kokusai/

topics/005/005598.html） 
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